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はしがき 
 
平成 25 年度のエマージング市場委員会では、サブサハラ・アフリカ市場について、10

億人を超える市場ポテンシャル、一人当たり GDPおよび中間層人口の拡大、対外貿易額の
増加、地域内で形成されている経済共同体の機能強化等の状況を踏まえて、我が国企業の

事業機会について検討を行うため､株式会社 野村総合研究所（NRI）に委託調査を実施した｡ 
 
アフリカの人口は現在 10億人を突破し、2030年には 15.6億人、2050年には 21.9億人
に達することが予想される中、消費や生産を牽引する中間層人口・若年層人口の増加が続

いている。また、今後もアフリカの GDP成長率が世界平均を上回る水準で推移するとの見
通しから、日系企業にとってアフリカ市場の魅力は大きい。他方、政情不安や武装勢力に

よるテロなどリスクへの対応や日系企業に先行してアフリカ市場への進出・事業拡大を進

めている海外グローバル企業の動向等を勘案しながら、日系企業としてアフリカ市場への

参入戦略を構築する必要がある。 
 
アフリカ市場の有望度を見極めるための指標には、経済共同体、中間層人口、中間層比

率、若年層人口の 4 つの指標がある。この度の調査では、これら指標に基づき今後の市場
拡大の可能性がある国として、ガーナ、ケニア、タンザニア、ナイジェリアを取り上げた。

このうちガーナ、ケニア、タンザニアについては、訪問先国の投資誘致機関や商業施設、

現地日系企業等へのヒアリングを含めた調査を実施し、日系企業のサブサハラ・アフリカ

市場への参入戦略について考察した。 
 
本報告書では、サブサハラ・アフリカ市場について以下の視点から調査・分析を行った。 

 
（1）サブサハラ・アフリカの社会・経済 

人口・GDP・経済成長、産業の特徴、経済共同体、家電製品の普及率・通信環境 
（2）サブサハラ・アフリカの有望国 

中間層人口からみた評価、ビジネスのしやすさ、地域統括拠点の立地事例等 
（3）事業機会とリスク 

国際協力・ODAに関わる事業機会、BOP関連のビジネス展開、リスクと対応策 
（4）有望国の産業構造・投資環境・市場動向 

現地調査による有望国の特徴（ガーナ、ケニア、タンザニア） 
（5）海外グローバル企業・日系企業の動向 

欧州企業、アジア系企業、日系企業の進出実態と課題、日系企業の成功事例 
（6）日系企業の参入戦略 

進出戦略、マーケティング戦略、人材戦略 
 
本報告書が、組合員各位の業務の一助となれば幸甚である。 

 
平成 26年 3月 

日本機械輸出組合 
エマージング市場委員会 
委員長 奥住 直明 
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